
  

 

2018 年度  

地域密着型金融の取組状況 

～金融仲介機能のベンチマーク～ 
2019 年 5 月 

 

 

 



課題解決型営業の推進による地域経済の発展・活性化をめざして 

 

当金庫は「明日をひらく～地域金融機関としての原点を見つめ、進取の気風と行動力みなぎる、

生活に密着したコミュニティーバンクを実現します～」という経営理念のもと、地域密着型金

融に取り組んでおりますが、当金庫の中期経営計画、「ＢＲＥＡＫ ＴＨＲＯＵＧＨ １『突破』

～二律背反への挑戦～」においても、重点施策として「課題解決型営業を強力に推進する」、

「地域の活性化をリードする」と掲げており、この中期経営計画の着実な遂行こそが、地域密着型金

融の実現につながると考えております。 

当金庫は「金融仲介機能のベンチマーク」を、地域密着型金融の取組状況を検証する指標と

して活用し、次葉の取組方針のもと、お客さまの課題解決と地域活性化に努めてまいりました。 

今後も、地域経済の発展・活性化のために、お客さまの課題解決に全力をあげ、先頭に立っ

て地域を元気にする使命を果たしてまいります。 
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地域密着型金融の取組方針 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題解決型営業を強力に推進し、お客さまとの信頼関係を構築します 

(1) 目利き力を高め、事業性評価活動を強力に推進します 
(2) 支援態勢を整備し、金融仲介機能を強化します 
(3) 提案力を高め、くらしのワンストップデスクを構築します 

方針１ 

地域の活性化をリードします 

(1) 多方面との連携を強化し、まちづくりを推進します 
(2) 地域活動へ主体的に関わり、地元を元気にします 
(3) 金融教育活動や芸術・文化・スポーツ振興に積極的に取り組みます 

平成29年11月 

方針２ 
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方針１． 課題解決型営業を強力に推進し、お客さまとの信頼関係を構築します 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業性評価活動 

 

 

 

 

■事業性評価の流れ 

 

 

当金庫の「事業性評価活動」とは、お客さまの事業特
性や強み・弱み等を目利き力によって適切に評価したう
えで、お客さまの状況に応じた適切なソリューションを
提供することです。 
「事業性評価活動」にあたっては、お客さまとの本音の

対話が何よりも重要であるとの認識のもと、本音の対話
を重ねることによって、信頼関係が深まり、よりよいソ
リューションを提供できるものと考えています。 

【取組状況】 

各営業店で行われる「課題 
解決会議」での情報共有や 
上司・先輩からのアドバイス 
を通じて、若手職員の目利き 
力向上を図っています。 

【ベンチマーク】  

♢取引先への平均面談時間、接触頻度 選 4 〔単位：時間、回〕 

 2017 年度 2018 年度 

1 先に対する平均面談時間（１か月あたり）  0.88 0.96 

1 先に対する平均接触頻度（１か月あたり） 1.04 0.95 
●取引先への平均面談時間（1 か月あたり）＝1 か月あたりの事業先面談時間÷事業先活動軒数 

●取引先への平均接触頻度（１か月あたり）＝１か月あたりの事業先管理軒活動回数÷事業先管理軒数 
 
♢メイン先（融資残高１位）数・割合の推移 選 2          〔単位：社〕 

 2017/3 2018/3 2019/3 

全取引先 4,995 5,023 5,166 

うちメイン先 1,521 1,573 1,634 

割 合 30.5％ 31.3％ 31.6％ 
 
♢メイン先のうち経営指標が改善した先 共１         〔単位：社、億円〕 

 メイン先 うち経営指標が改善した先 

 2017/3 2018/3 2019/3 2017/3 2018/3 2019/3 

先  数 1,521 1,573 1,634 1,085 1,194 1,226 

融資残高 760 744 725 538 555 573 
●経営指標が改善した先＝売上・売上高営業利益率・労働生産性・従業員数のいずれかが増加または良化した先 

 

 

(1) 目利き力を高め、事業性評価活動を強力に推進します ～事業性評価活動～ 

実態把握 課題分析
本部と営業店
との連携

ソリューション
の提供
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方針１． 課題解決型営業を強力に推進し、お客さまとの信頼関係を構築します 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業性評価に基づく融資 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

当金庫では、経営者保証のガイドラインの趣旨を踏ま
え、経営者保証や担保に過度に依存することのない融資
を行うために、事業性評価に基づく融資を推進していま
す。 

 

 

【取組状況】 

各種研修や事業性評価のポイントなどの情報提供により、融資の目利
き能力向上に努めています。 
 2016年度 2017年度 2018年度 増減 
審査トレーニー 26 名 22 名 18 名 △4 名 

ローンセンタートレーニー 21 名 22 名 10 名 △12 名 

土曜講座開催 4 回 4 回 3 回 △1 回 
 

【ベンチマーク】 

♢ライフステージ別の与信先・融資残高 共 4         〔単位：社、億円〕 
 創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期 

先 数 

2017/3 611 359 2,511 146 281 

2018/3 665 381 2,814 188 255 

2019/3 719 363 2,975 158 237 

融 資 

残 高 

2017/3 107 159 933 43 135 

2018/3 124 160 956 41 130 

2019/3 129 150 1,039 26 113 

●創業期…創業、第二創業から 5 年まで、成長期…売上高平均で直近２期が過去 5 期の 120％超、 
安定期…売上高平均で直近２期が過去 5 期の 120％から 80％、低迷期…売上高平均で直近 2 期が
過去 5 期の 80％未満、再生期…要管理先、破綻懸念先、実質破綻先 
 

♢事業性評価に基づく融資状況 共５ 選５          〔単位：社、億円〕 
 全与信先数 うち、事業性評価融資先 事業性評価の結

果等を示し対話

を行っている先 

2017/3 2018/3 2019/3 2017/3 2018/3 2019/3 

先  数 4,843 4,901 5,042 257 332 408 

融資残高 1,448 1,461 1,516 461 462 447 1,932 
●与信先…法人・個人事業主の融資取引先（融資枠や保証のみなど、融資残高がない先も含む） 
●事業性評価融資先…（事業性評価のための）ステップシート作成先、エール・アシスト・アグリ

サポート・事業性評価融資の実行先に対する全融資残高 
●事業性評価の結果等を示し対話を行っている先…上記事業性評価融資先+（事業性評価のための）

アクションシート作成先+軒カード完了先 

(1) 目利き力を高め、事業性評価活動を強力に推進します ～事業性評価融資～ 

♢事業応援資金（エール）の実績 
 2016年度 2017年度 2018年度 増減 

件数 47件 65件 46件 △19件 

金額 179百万円 281百万円 183百万円 △98百万円 

ニューマネー                                                          168百万円 268百万円 169百万円 △99百万円 

 

♢地域応援ファンド（しろくまファンド関連商品）の実績 
 2016年度 2017年度 2018年度 増減 

件数 187件 161件 197件 +36件 

金額 11,478百万円 9,399百万円 9,671百万円 +272百万円 

ニューマネー 9,923百万円 6,864百万円 8,252百万円 +1,388百万円 

 

♢経営者保証のガイドラインの活用状況                    〔単位：件〕 
 2016 年度 2017 年度  2018 年度 

新規に無保証で融資した件数 789 789 920 

保証契約を解除した件数 112 228 173 

新規融資件数 6,084 5,765 5,787 

新規融資件数に占める経営者保証に

依存しない融資割合 
12.97％ 13.69％ 15.90％ 
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方針１． 課題解決型営業を強力に推進し、お客さまとの信頼関係を構築します 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旭川しんきん創業アワード 

 

 
 
 
 
 

 
 
地域の活力を促す事業に果敢にチャレンジし、他の模

範となる創業間もない事業者さまを表彰する「旭川しん
きん創業アワード」。 

第 3 回となる 2018 年度は下記の３事業者さまが受賞
しました。 

【取組状況】 

「創業サポートデスク」の専門スタッフにより、事業計画の作成支援
や資金計画のアドバイス等を行っています。また、「旭川しんきん
開業応援団」を構成する各支援機関と連携し、地域一体となった創
業支援を行っています。 

♢創業融資実績 
 2016年度 2017年度 2018年度 増 減 

相談受付件数 232件 248件 309件 +61件 
うち創業サポートデスク

直接相談受付件数 
31件 30件 27件 △3件 

融資取扱件数 91件 94先 119先 +25件 
 
♢新規事業貸実績 ※事業貸先数には、地公体・銀行業等を除く 
 2016年度 2017年度 2018年度 増減 

件数 637件 646件 715件 +69件 
事業貸先数 4,848先 4,907先 5,047先 +140先 

 

【ベンチマーク】 

♢創業支援先数 共３、選 16                             〔単位：件、先〕 

  

当金庫が

関与した

創業件数 

支 援 内 容 

創業計画

の策定支

援 

プ ロ パ

ー融資 

信 用 保

証 付 き

融資 

政府系金融

機関や創業

支援機関の

紹介 

ベ ン チ ャ

ー へ の 助

成 金 ・ 融

資・投資 

2017/3 136 126 4 84 11 0 

2018/3 133 122 5 91 16 0 

2019/3 148 135 5 104 12 0 
 
●当金庫が関与した創業件数＝上記支援内容の合計（だだし、１先で支援内容が複数ある場合は、１件とカウント） 

(2) 支援態勢を整備し、金融仲介機能を強化します ～創業支援～ 

最優秀賞 株式会社 A LIFE さま 
～リハビリ専門家のデイサービス 地域高齢者の社会的課題への挑戦～ 

優 秀 賞 株式会社 KP 産業 さま 
～かぼちゃの増産態勢強化と商品価値向上へ～ 

応 援 賞 たかすタロファーム さま 
～脱サラ農民１年生 お米の美味しい鷹栖町の名を全国へ～ 
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方針１． 課題解決型営業を強力に推進し、お客さまとの信頼関係を構築します 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旭川しんきん産業振興奨励賞 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
地域振興に寄与する新製品などを開発した旭川・富良

野地区の事業者さまを対象に表彰を行っています。 

審査の結果、下記の３事業者さまが受賞しました。 

 

【取組状況】 

♢マッチングサービス登録 
 2016 年度 2017 年度 2018 年度 増減 

マッチングサービス登録 1,146 件 767 件 554 件 △213 件 

うち、金庫内連携・外部機関
連携による解決 

65 件 38 件 32 件 △6 件 

 
♢旭川ビジネスサロン「８丁目プラザ」（少人数制商談会）開催 
 2016 年度 2017 年度 2018 年度 増減 

８丁目プラザ開催回数 24 回 14 回 8 回 △6 回 

 

【ベンチマーク】 

♢本業支援先数 選 12                      〔単位：社〕 
 全取引先数  うち、本業支援先 

2017/3 4,995 309（6.2％） 

2018/3 5,023 316（6.3％） 

2019/3 5,166 313（6.1％） 

●取引先＝与信先〔法人・個人事業主の融資取引先(融資枠や保証のみの先も含む)〕＋法人の各種支援先 

●本業支援先＝外部専門家派遣、ビジネスマッチング、商談会、駅マルシェ、FOODEX JAPAN 参加先、エール支援

先 (創業期、再生期を除く)                            

※ 営業推進部、課題解決推進部、地域振興部および金融支援部において、取引先の本業支援に関する計画を策定し

ている。 選 46 

♢販路開拓支援先、事業承継支援先 選 18、選 21          〔単位：社〕 
 販路開拓支援先 

事業承継支援先 
地 元 地元外 海 外 

2017/3 108 30 0 71 

2018/3 76 19 0 38 

2019/3 64 19 0 35 
●地元＝旭川エリア、富良野エリア 
●販路開拓支援先＝マッチング成約＋商談会成約 
●事業承継支援先＝事業承継に関する外部専門家派遣先（1 先で複数回派遣している先は 1 先でカウント） 
 

(2) 支援態勢を整備し、金融仲介機能を強化します ～本業支援～ 

奨励賞 工房 灯のたね さま 
～北海道産トドマツ材の新たな用途として工芸品への応用～ 
 
奨励賞 株式会社 北日本重量 さま 
～油圧式重量物移動装置の開発 コロ曳からの脱却～ 
 
奨励賞 株式会社 ｕｎｏ さま 
～自立型透明キャンドルの新素材「gummy ｗax」の開発～ 
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方針１． 課題解決型営業を強力に推進し、お客さまとの信頼関係を構築します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

金融円滑化に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当金庫は、地域の事業者さまや個人のお客さまに対し
て、必要な資金を円滑に供給していくこと、貸付条件の

変更等に関する相談に親身になって応じることが、最も
重要な役割の一つであると考え、これからもきめ細やか
な支援に取り組んでいきます。 

【取組状況】 

♢中小企業診断士など、専門的な知識と経験を有する専門家がお客さ
まのところへ直接訪問し、事業・財務分析、生産・労務管理に関す
るアドバイス等を行っています。 

 
♢経営改善計画策定支援事業を通じて、経営改善・事業再生を行おう

としているお客さまの経営改善計画の策定を支援しています。 
 
♢融資諾否回答を５営業日以内とする宣言について、諾否回答期間内

での回答率は高い水準を維持しています。 

融資諾否５営業日内の回答率 
2016年度 2017年度 2018年度 増減 
99.7％ 99.6％ 99.5％ △0.1ポイント 

 

【ベンチマーク】 

♢メイン先のうち経営改善提案を行っている先 選 15        〔単位：社〕 
 先数  うち、経営改善提案先 

2017/3 1,521 132(8.7%) 

2018/3 1,573 150(9.5%) 

2019/3 1,634 135(8.3%) 

●メイン先＝融資残高１位の先 
●経営改善提案先＝創業支援先＋販路開拓支援先＋事業承継支援先＋中小企業支援法に基づく支援先 
 

♢貸付条件変更先の状況 共 2                   〔単位：社〕 
 

条件変更総数 
計画１期目

未到来先 
好調先 順調先 不調先 

2017/3 199 22 10 107 60 

2018/3 184 32 8 98 46 

2019/3 156 47 13 65 31 

●好調先＝売上目標比 120％超、順調先＝同 80％以上～120％以下、不調先＝同 80％未満 

 

(2) 支援態勢を整備し、金融仲介機能を強化します ～経営改善支援～ 

貸付条件変更等の受付状況 
① 事業資金 

 2016 年度 2017 年度 2018 年度 増減 

受 付 
464 件 

10,207 百万円 

354 件 

7,218 百万円 

434 件 

9,659 百万円 

 +80 件 

+2,441 百万円 

謝 絶 
1 件 

1 百万円 

7 件 

30 百万円 

6 件 

47 百万円 

△1 件 

+17 百万円 

 
②住宅資金 

 2016 年度 2017 年度 2018 年度 増減 

受 付 
38 件 

575 百万円 

37 件  

619 百万円 

31 件  

471 百万円 

△6 件  

△148 百万円 

謝 絶 なし なし なし ― 
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方針１． 課題解決型営業を強力に推進し、お客さまとの信頼関係を構築します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外部機関・外部専門家との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当金庫は、外部機関と連携し勉強会などを通じて職員
の課題解決力向上を図っています。 

また、事業者さまの持つ悩みや課題について、専門家
を交えて解決策を提供しています。 

【取組状況】 

♢外部派遣研修（2018年度） ※カッコ内は参加人数 
全国信用金庫 

協会   14名 

企業再生支援実践講座（1）、目利き力実践講座（２）、渉外ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ講座（1）、

教育訓練担当者養成講座（１）、支店長講座（２）、初級管理職講座（７） 

北海道信用金庫 

協会  31名 

債権管理回収講座（２）、貸出審査能力養成講座（２）、ファイナンシャルアド

バイザー講座（２）、融資推進講座（４）、渉外管理者講座（１）、企業再生支援

講座（２）、目利き力養成講座（３）、支店長講座（４）、上級職員講座（７）、

接遇対応パワーアップ講座（４） 

海外派遣 

11名 

上級職員アジア研修（２）、生産性アジアグローバル研修（２）、海外カード事

情視察研修（７） 

  

【ベンチマーク】 

♢外部専門家を利用して本業支援を行った先、ファンド活用件数   
選 40、選 43、 選 20  〔単位：社、件〕                        

 専門家派遣先 
専門家派遣先および中小企業支援法に

基づく支援先(ともに再生期先を除く) 
ファンドの

活用件数 

2017/3 166 178 9 

2018/3 179 172 14 

2019/3 119 133 0 

●中小企業支援法に基づく支援先＝北海道経営改善支援センターによる経営改善計画策定支援先など 
 

♢ソリューション提案先数 選 14               〔単位：社、億円〕 
 全取引先数 うち、ソリューション提案先 

2017/3 2018/3 2019/3 2017/3 2018/3 2019/3 

先数 4,995 5,023 5,166 473(9.5％) 493(9.8％) 494(9.6％) 

融資残高 1,448 1,461 1,516 80(5.5％) 82(5.6％) 66(4.4％) 

●ソリューション提案先＝創業支援先＋販路開拓支援先＋事業承継支援先 

 

(2) 支援態勢を整備し、金融仲介機能を強化します ～専門家派遣・研修等～ 

１．外部専門家派遣活用件数 
相談内容 2016 年度 2017 年度 2018 年度 増減 

事業承継 88 件 46 件 42 件 △4 件 

経営改善 42 件 55 件 51 件 △4 件 

販路拡大他 87 件 119 件 71 件 △48 件 

合 計 217 件 220 件 164 件 △56 件 
 
２．外部機関活用件数 

機関名 2016 年度 2017 年度 2018 年度 増減 
北海道中小企業再生

支援協議会 
1 件 0 件 2 件 +2 件 

北海道経営改善支援

センター (経営改善

計画策定支援事業) 

5 件 13 件 8 件 △5 件 

合 計 6 件 13 件 10 件 △3 件 
 
３．内部研修・夜間講座・土曜講座 

融資 土 曜 講座 （ 3 回）、 信用 格 付 シス テ ム 講座 、 営 業力 向 上講 座 、 税務 平 日 講座   

（２回）、医療介護分野基礎講座（5 回）、企業ホームドクター養成講座（3 回）、   

融資研究会、店長研修、リーダー ・トレーニー研修、ファシリテー ション研修、   

レジリエンス研修、審査トレーニー、ローンセンタートレーニー、保証協会トレーニー 
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方針１． 課題解決型営業を強力に推進し、お客さまとの信頼関係を構築します 

  

マイスター制度、投資信託エキスパート・リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

当金庫は、高い業務知識とともに優れた応対能力を有
する職員を「マイスター」として任命しています。 

また、お客さまの資産形成について的確なアドバイス
ができるように職員の中から「投資信託エキスパート・
リーダー」を選抜し、提案スキルの向上を図っていま
す。 

【トピックス】 

♢2017 年 9 月に制定した「お客さまの 
 資産形成・資産運用に関する基本方針」 
 に基づく取組状況を、201９年５月に 
 ホームページで公表しました。 

 
 

♢2018 年 9 月、当金庫顧問税理士の 
 西俊輔氏による講習を受講。「相続・ 
 事業承継と民事信託（家族信託）」に 
 ついて学びました。 

 

【取組状況】 

研修・勉強会等のスケジュールと推奨講座等を記載 
 した「能力開発ハンドブック」等を活用し、各自が 
 自己研鑽に励むとともに、各種講座や個別勉強会を 
 通じて提案力の向上を図っています。 

 
【個人のお客さまに対する提案力向上への取り組み】 
 ・投資信託継続研修 
 ・経理証券部スタッフによる勉強会 
 ・保険会社との連携による勉強会 

・預かり資産に係る業務習熟度調査 
・「課題解決システム」を通じた個別アドバイス 

(3) 提案力を高め、くらしのワンストップデスクを構築します  
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方針２． 地域の活性化をリードします 

  

旭川市の活性化に関するプロジェクトを協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産学金のプラットフォームとして発足した「あさひか
わ未来会議」や、当金庫と旭川市との包括連携協定に基
づき設置した「ワーキンググループ」を通じて、旭川市
の活性化に向けた具体策等について協議・検討を行って
います。 

 

【トピックス】 

♢日本財団の「わがまち基金」を活用し、旭川市中心市街地を活性化
するプロジェクト「まちなか賑わいＳＴＲＥＥＴづくり」を始動。 

 ４条以北の買物公園内にステージを設置し、若者がさまざまなパフ
ォーマンスを提供できる場を提供。併せて、若者が新商品・サービ
スを開発し、販売・店舗運営を経験できるチャレンジショップのブ
ースも開設する予定でプロジェクトを進めています。 

♢大雪カムイミンタラＤＭＯ(※)に当金庫職員を派遣。同じく金融機
関や地公体から派遣された職員とともに、観光による地域活性化に
取り組んでいます。 
※ 大雪山国立公園に隣接する１市７町で構成される地域の滞在交流型観光を促進

する目的で設立された一般社団法人 
 
 

【取組状況】 

♢農業分野については、自治体や外部専門家と連携しながら、個別相
談会、農産物販売業者とのマッチング、「アグリサポート」などの
融資商品を通じた支援を行っています。 

 
♢医療分野については、外部専門家と連携しながら、「しろくまメデ

ィカル」（医療事業者向け）、「しろくまケア」（介護関連事業者向
け）などの融資商品を通じた支援を行っています。 

成長分野融資実績 
農業分野 2016年度 2017年度 2018年度 増減 

件数 
金額 

60件 
597百万円 

41件 
403百万円 

56件 
485百万円 

+15件 
+82百万円 

医療介護分野 2016年度 2017年度 2018年度 増減 
件数 
金額 

87件 
2,788百万円 

76件 
1,845百万円 

85件 
2,723百万円 

+9件 
+878百万円 

 

(1) 多方面との連携を強化し、まちづくりを推進します 
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方針２． 地域の活性化をリードします 

  

駅マルシェ 2018 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年 9 月 15 日～17 日の 3 日間、当金庫は、旭川
市が開催する「食べマルシェ」と連携し、「駅マルシェ

2018」を開催しました。 
ＪＲ旭川駅をメイン会場とする「食」の市場を出現さ

せ、旭川駅を中心に賑わいを創出するともに、地域の
「食」の魅力を全国にアピールしました。 

【トピックス】 

旭川の「烈夏七夕まつり」など、多くの役職員が参加するお祭り以
外に、各店舗単位でもその地区のお祭りに積極的に参加し、地域の
みなさまとの交流を図りました。 

 
 

【取組状況】 

♢地域行事等への参加 
 2016年度 2017年度 2018年度 増減 

旭山動物園開園前の清掃 141名 160名 146名 △14名 

烈夏七夕まつり（旭川） 132名 126名 120名 △6名 

北海へそ祭り（富良野） 32名 34名 45名 +11名 

旭川育児院炊事遠足 26名 33名 31名 △2名 

綱引きフェスティバル 33名 46名 32名 △14名 

  

♢駅マルシェへの出店および来場者数 ※2017年度は悪天候のため最終日中止 

 2016年度  2017年度 2018年度 増減 

出店（社） 71社 74社 69社 △5社 

出店（小間） 78小間 82小間 78小間 △4小間 

来場者 16.8万人 14.6万人 18.8万人 +4.2万人 

 
 

(2) 地域活動へ主体的に関わり、地元を元気にします 
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方針２． 地域の活性化をリードします 

 

旭川しんきんカレンダー絵画募集展 

 

 

 

 

 

 

 

当金庫は、旭川近郊・富良野近郊在住の方が描いた
“旭川近郊の風景”の油彩・水彩画を公募する「第9回旭
川しんきんカレンダー絵画募集展」表彰式を開催。 

大賞となった作品は、2019年カレンダーに採用され
ています。 

【取組状況】 

♢金融教育の取り組みの一環として、近隣の 
学校から社会見学の受け入れや出前授業を 
行っています。 

 
♢「旭川市旭山動物園児童動物画コンクール」 

へ協賛、応募作の中から旭川しんきん賞を 
３点選出し、表彰しています。 

 
♢お客さまに対する日ごろの感謝と地元中学・ 

高校生の文化的活動の支援を目的に、毎年 
「旭川しんきんジョイントコンサート」を 
開催しています。 

【トピックス】 

♢2018 年 8 月 2 日、小学生にお金について楽しく学んでもらうこと
を目的に、「キッズマネーアカデミー」を開催しました。 
毎年、夏休み期間中に開催しているイベントで、当金庫の職員が講
師となり、「お金の歴史」「札勘体験」「お金の重さ体験」などの授
業を行いました。〔参加人数 67 名（前年比△22 名）〕 

 
♢旭山動物園の施設整備や動物の購入に使われる「あさひやま”もっと

夢“基金」への寄付が2009年のスタートから10年間で累計4,223万
円となりました。 

 
♢旭川市に本拠地を構える男子プロバレーボールチーム「ヴォレアス

北海道」にオフィシャルスポンサーとして協賛しました。 
 

(3) 金融教育活動や芸術・文化・スポーツ振興に積極的に取り組みます 

大 賞    菊池潤子氏作「雪残る旭岳」 
準大賞 入井峰生氏作「秋の神居古潭」 
準大賞 秋山拓也氏作「やわらかな春の日に」 
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